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※本連載では、国内外で活躍する多治見市ゆかりの陶芸作家と作品を紹介します

中島晴美

　なんと「壁にぶつかった」などという。バイオモルフィック（生命
形態的）な陶芸表現の第一人者である。近年「意識的に幾何学的
な線や面を採用」し、矛盾を抱え込んだというのだが、これは必然
の「変異」ではないか。その試みは中島の次のステージの展開を期
待させるものだと思う。「老成してどうする」「わがままに創る。死ん
でも創る」とも述べている。なお前進の意思を堅持する、この凄味
こそこの作家の本領である。また後進が学ぶべき点でもある。

（多治見市美濃焼ミュージアム所長 渡部誠一）
わたなべ せい いち
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部科学省は、子どもたちに土曜日における充
実した学習機会を提供する「土曜日の教育活

動支援体制構築事業」を推進しています。多治見市
ではその本来の土曜学習の意味に加え、自分たちの
まちの良さを体験的に学ぶことで将来の多治見市を
担っていく“人財”を育てることを目的にしています。
そのため、多治見市の土曜学習は、多治見の特色が
分かる「文化財」や「産業」といったテーマの講座が多
くなっています。また、体験的な講座にするため、例え
ば「虎渓山永保寺を学ぶ」という講座であれば座禅
体験を入れたり、「美濃焼名人になろう」という講座
であればろくろを使った作陶をプログラムに組み込ん
だりしています。毎回、その道のプロフェッショナルと
言われる方々を講師として迎え、子どもたちに熱心な
ご指導をいただいています。
　多治見市独自の土曜学習の取り組みは今年で３年
目になります。毎回申し込みが多く、抽選で参加者を
決定しなければならないほど定着してきました。アン
ケートを実施すると、参加した子どもからは「参加し
て楽しかった」というような感想がほとんどです。ま
た、保護者からは「見てきたこと、聞いてきたことを家
で生き生きと話してくれました（虎渓山永保寺を学

ぶ）」や、「帰り道にタイルがないかと探したり、とても
興味を持ったようでした（タイル博士になろう）」など
の感想を多数いただき、子どもたちが本当に楽しんで
学んでいることをうかがい知ることができます。
　参加者の中には、最近多治見に移住してきたばかり
で、多治見が陶器のまちだということを知らなかったと
いう子もいました。現在、市内には約8,000人の児
童生徒がおり、うち土曜学習に参
加できるのは8パーセント前後で
す。まだ、多治見の文化、歴史、
産業のことをよく知らない子ど
もたちがたくさんいます。今後
も、地域の皆さんの協力をいただ
きながら、多治見を誇りに思う子
どもたちを増やしていきたいと
思います。
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時代の変化と共に、子どもたちを取り囲む教育環境も大きく変化しています。
今回の特集は、教育の現場で現在の子どもたちを支えるさまざまな取り組みを
紹介します。
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